
2024 年 1 ⽉ 17 ⽇ 

2023 年度 地理学教室 修⼠論⽂発表会のお知らせ 
修⼠論⽂発表会を以下の要領で開催します． 

⽇ 時：2024 年 1 ⽉ 25 ⽇（⽊）  9 時〜14 時 
場 所：12-103室	

	
・要旨は，⼤学のサーバー (Box) からダウンロード可能とする予定です． 
・発表時間は，1 ⼈ 20 分（発表 15 分，質疑応答 5 分）です． 
・発表⽤パソコンは⾃分達で⽤意して下さい（共⽤パソコンを使っても構いません）． 
・本発表会は，博⼠課程後期の特別研究および博⼠課程前期の特別セミナーに該当します．

当⽇会場に置く名簿に出席を記録して下さい． 
・学部⽣も興味のある⽅は遠慮なく参加して下さい． 

The Final Seminar for Master's Thesis 

Dates & Times: January 25 (Thu), 2024  9:00–14:00 
Venue: 12-103 

 
- Abstracts will be available for downloading from the Box. 
- Presentations will be 20 minutes per person (15 min. for presentation, 5 min. for Q&A).  
- This seminar is a part of the ”Special Seminar” component of the master’s program and 

the ”Special Studies” component of the doctoral program． 
  

The Committee of Educational Affair in Department of Geography 

時間 発表者 タイトル

9:00－9:20 河上　牧子 都市・人文
水害に対するレジリエントな都市づくり

—狛江市における立地適正化計画策定プロセスを中心として

9:20－9:40 野田　真史 都市・人文
都市構造の特徴をふまえた立地適正化計画の評価

−浜松市と静岡市の比較−

9:40－10:00 大西　健太 都市・人文
国内アニメーション産業の立地変容に関する地理学的研究

 一非東京圏における展開に着目して一

10:00－10:20 安田　奈央 都市・人文
COVID-19流行前後の福岡市都心部における歩行者行動の時空

間分析－1日スケールの位置情報ビッグデータを用いて－

10:20－10:40 村木　亮太 都市・人文 路面電車の存廃条件と廃止によって生じる影響

10:50－11:10 井上　凌 気候 梅雨明け期のアジアモンスーン域における対流活動の年々変動

11:10－11:30 大和田　周 気候 綾里における二酸化炭素濃度の総観スケールの変動

11:30－11:50 仙石　和正 気候 関東平野における cold-air damming の多様な構造

11:50－12:10 野元　涼司 気候
降水観測衛星データに基づく中央・東太平洋における熱帯収束帯

の季節変化

13:20－13:40 松谷　凌太 地形・地質 福島県南相馬市に分布する泥質海成層の堆積環境と電気伝導度

13:40－14:00 棚橋　廉 地理情報 時系列衛星画像と機械学習を用いた釧路湿原の植生変化


